
 

Ⅳ． 多機能型事業所ぱれっと 

 

１．概 況 
 

令和 4 年度も引き続きコロナウィルスの対応をしつつ、安定した施設外就労に取り組めた 1 年だった。コロ

ナ感染者は数名出たものの感染拡大までは至らず、事業所の閉所はなかった。収入面では食品関係の企業 2社と

の契約を更新し、就労の定着化を図っている。利用者については A型で 1名の退職と、利用休止(入院)が、B型

でも 1名の退所があり年度後半で運営費収入に影響があった。 

 
 
２．令和 3年 利用者の推移（人） 
 
 A型では 10月に利用者が作業中に統合失調症による幻聴があり、職員に対して暴力行為(胸ぐらをつかむ、突き飛
ばし)があった。とも社労士の同席の下話し合いの末、12月で退職となった。また、別の利用者についても家族の介
護のため、介護休暇を取得。ハローワークにて介護休業給付の申請を行った。当人も介護後入院となり 12月～4月
まで利用実績がなかったため、平均利用実績が年度末にかけて落ち込んだ。B型は 8月に利用者 1名が引っ越しに伴
う退所があった。 
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8月 9月 10月 
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A型

実数 

7人 7人 7人 7人 7人 7人 7人 7人 6人 6人 6

人 
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利用 

6.5
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B 型

実数 

9人 9人 9人 9人 9人 8人 8人 8人 8人 8人 8

人 

平均

利用 

6.5
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人 

6.8

人 
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人 

6.3

人 
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人 

4.9
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5.1
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5.3
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6.3
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3.主な収益 
（1）施設外就労収益比較（Ａ型） 

 

「企業Ａ」とは令和 4 度も契約を更新。年度当初は 3 人体制だったが、利用者減少伴い年度末時点で 2 人体制と

なっている。「企業Ｂ」は 2018 年に契約。主にキャベツの芯取り作業に取り組んでいる。体力を要するものの単純

作業のため、障がいの程度は関係なく取り組みやすい内容となっている。「企業Ａ」は 2021 年に契約。食肉加工品

のパック詰めの作業となるがハム、ベーコン、ジャーキーなど取り扱う商品数が多く「企業Ｂ」に比べて作業レベル

が高い。現在取り組める利用者は 7名中 3名となっている。 
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（2）さくらんぼ保育園給食委託事業・清掃作業収益比較（Ｂ型） 

 

 さくらんぼ保育園の給食材料を購入している給食委託事業に関しては、毎月の請求額を 1食あたり 250円で算出。

コロナに伴う休園などはなく、安定した収入を得ることができた。材料費の価格が上昇していることが今後の課題

となる。 
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２．職員構成 

令和 4年度の職員の入職・退職は無かった。 
 
多機能型事業所ぱれっと 

令和 3年度  令和 4年度 

管理者 緒方  Ｒ2.12.1～ 管理者 緒方   

サービス管理
責任者 

長野  R2.3.1～ サービス管理責
任者 

長野   

職業指導員 河﨑  
向田 

 
 
 

職業指導員 河﨑  
向田  

 

生活支援員 大田  
新村  

 
 

生活支援員 大田   
新村  
 

 
 

 
４．行事等 
  

月 行事・出来事 内容 

4月 A 型利用者利用開

始 

菊池支援学校卒業生 1 名がぱれっと(A 型)で雇用契約を結

ぶ。施設外での就労を開始。 

5～6月 実習生受け入れ 

 

菊池支援学校の 3 年生を 2 週間、Ａ型 1 名、Ｂ型 1 名、2

年生 B型 2名を 2週間受け入れた。 

大津支援学校より 3年生 1名を A型で 10日間受け入れた。 

10月 実習生受け入れ 

利用開始 

菊池支援学校より 3年生 1名(A型)を 2週間受け入れた。 

 

11月～ 

12月 

 

実習生受け入れ 

 

菊池支援学校中学部より B 型 2 名、高等部 1 年生 2 名の受

け入れ 

餅つきイベント さくらんぼ保育園の餅つきイベントに参加し、園児たちと

昼食を共にした。 

職員全体会議 職員の全体会議を月 1 回実施。虐待研修や支援会議などを

実施。虐待防止研修会を実施。 

3月 施設見学 職員全員で B型事業所「まるーわ」の施設を見学 

 

５．事故連絡・トラブル・苦情 
月 事故内容 対応 

令和 4年 10月 利用者から職員に対して暴力行

為があった。 

とも社労士同席の下話し合いを行い、12 月

で退職が決まった。 

 
６.研修 

日付 研修名 内容 参加者 
Ｒ4.5.19 支援者の為の基礎講

座 
自閉症スペクトラム症及び発達障害の
特性とかかわり方について 

河﨑 

Ｒ4.5 ビジネスマナー研修
会 

基本的なビジネスマナー 大田 

R4.12 職員全体会議 虐待研修、支援会議 職員全員 
Ｒ5.1 職員全体会議 支援会議 大田 
Ｒ4.2 相談面接技術研修会 相談面接技術の習得 長野 
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R5.3 職員全体会議 B型事業所「まるーわ」施設見学、支援
会議 

職員全員 

 
 
７.広報活動 
 
ぱれっとホームページにて、Ａ型の令和 3年度のスコア方式の結果や決算報告などをまとめて掲載している。 

 

8.虐待防止・身体拘束適正化委員会の開催 
 
 令和 5 年 12 月 28 日に定例会を実施。施設長「障害福祉サービス多機能型事業所ぱれっと」と「就労継続支援 B

型事業所からふる」での虐待事案につながる支援が行われていないかを確認し、該当する案件がなかったことが確

認された。また、虐待対応マニュアルの周知と、虐待防止に係る研修を定期的に実施することを申し合わせた。 
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Ⅳ． 就労継続支援Ｂ型事業所からふる 

 
１．概 況 

令和 4年度は「くほんじ食堂」は年度初めから順調に売り上げを伸ばしており、地域に根差した食堂運営の取り

組みが評価されてきている。利用者についてはサービス管理責任者が退職し、年度半ばで 4人に落ち込んだものの

年度末までに 10人と契約。食堂での仕事は売上の増加と共に負担も増えてきたが、利用者の給与を時給+100円に

上げて工賃の評価を行う。今後利用者の増加に伴い、送迎の課題や作業部屋の確保などの課題がある。 

 

２.令和 3年利用者数 
 

 年度末で利用定員 10人を達成したが、出勤率が伸び悩み、平均利用実績は上がらなかった。 
 

 4月 5月 6月 7月 

 

8月 9月 10月 

 

11月 12月 1月 2月 3月 

実数 8人 6人 ６人 4人 5人 5人 6人 7人 8人 9人 10人 10人 

平均 3.4

人 

2.9

人 

3.5

人 

2.5

人 
3人 

3.5

人 

3.6

人 

4.2

人 

4.2

人 

4.3

人 

5.8

人 

5.4 

人 

 

３.主な収益 

 

（1）九品寺食堂事業 

地域住民への安心安全な職の提供を通して、障がい者の就労支援を目的とする方針が理解され定着しつつあるこ

とを実感している。年度当初の 1 日の平均売り上げは 1 万 7980 円だったが、年度末では 1 日平均 2 万 8427 円まで

伸びている。特に年度末から熊本ルーテル学院の売店での販売も開始し、売り上げが急増している。その他①弁当、

総菜の種類の多様性②来店客層の幅の広がり③職員と利用者の来店客への対応と良好な関係も売上を伸ばした要因

として挙げられる。 

利用者の食堂での作業として、接客から、皿洗いや掃除、盛り付けから調理まで多岐にわたり、障害の程度に応じ

た作業を割り振っている。 
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（2）さくらんぼ第二保育園・さくらんぼ保育室給食委託事業 

さくらんぼ保育園と同じく 1 食あたり 250 円で算出して請求を行っている。ぱれっと同様に材料費の高騰などの

課題がある。一回の配達で二日分の材料を用意するため、利用者の作業内容としては、買い出しの際のカート押し、

運搬車両からの積み下ろし業務などを手伝ってもらっている。 

 

 
 

 

４．職員構成 
管理者兼サービス管理責任者の金子氏が令和 4 年 7 月末で退職、9 月には新たなサービス管理責任者が見つかる

も同月中に退職となった。その後も、募集を続けているものの採用には至っていない。 
 
Ｂ型事業所からふる 

令和 3年度  令和 3年度 

管理者 金子   管理者 金子  
 
緒方  

R4.7.31退職 
 
R4.8.1～R4.3.31 

ぱれっとと兼務 

サービス管理
責任者 

金子   サービス管理
責任者 
 
 

金子  
 
和才  

R4.7.31退職 
 
R4.9.1 入職、
同月退職 
 

生活支援員 
 
職業指導員 

仁藤 
 
磯川  

 
 
R3.4.1 ぱれっ
とから異動 

生活支援員 
 
職業指導員 

仁藤  
 
磯川  

 
 
Ｒ3.4.1 ぱれっ
とから異動 

調理員兼支援員 丸山  
本田  
藤江  

Ｒ3.3.1入職 
 
Ｒ3.3.1入職 

調理員兼支援員 丸山  
本田  
藤江  

 

 

 

５．行事等 
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 令和四年度は食堂が休みの際は利用者・職員とのお疲れ様会を開催。カレーなどを一緒に食べて親睦を深めた。 
 

月 行事・出来事 内容 

8月 利用開始 森口様 3日間の体験後利用開始 

10月 利用開始 塚本様 3日間の体験後利用開始 

11月 利用開始 田上様 3日間の体験後利用開始 

12月 利用開始 渡邉様 3日間の体験後利用開始 

12/28避難訓練、お疲れ様会実施 

1月 利用開始 坂上様 3日間の体験後利用開始 

2月 利用開始 上吉様 3日間の体験後利用開始 

3月 利用開始 柴田様 3日間の体験後利用開始 

 

７.広報活動 
 
からふるホームページを(colorful6122.wixsite.com)やインスタグラムにて九品寺食堂の活動などを掲載し情報

を発信している。 

 

https://ramenwasupukara.wixsite.com/website
https://ramenwasupukara.wixsite.com/website

